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REFORM OVERVIEW

01  OVERVIEW

改革の概要：教学と経営の二つの改革
6年任期を「実行→定着→評価」の3段階で前進させる。Phase 1は最初の2年間。

教学

連携・融合・新結合による教育研究力の維持向上

（１）教育改革

（２）地域創生・次世代形成・多文化共生に見合う教育研究

（３）研究力の向上

（４）その他

経営

コミュニケーション重視と信頼関係の構築

（１）キャンパス制の検証と見直し

（２）学術研究院の機能発揮

（３）事務組織の再編

（４）経営改革の推進

（５）その他

6-year roadmap

HOP

Phase 1｜2026–2027

実行

Phase 2｜2028–2029

定着
有効な取組を全学展開し、制度
・運用・資源配分に定着。

Phase 3｜2030–2031

評価
成果と課題を検証し、地域と
ともに次世代へ継承。

Phase 1は「計画」ではなく「実行」。教学と経営の改革を同時に動かし、最初の2年で成果の兆しを示す。

2

重点施策を始動し、2年で改革
の手応えを可視化する。



ACADEMIC REFORM

02  ACADEMIC

教学｜連携・融合・新結合による教育研究力の維持向上

専門性と学際性を基盤に、地域と社会の課題に挑む人材を育成し、共創的な研究を推進する。

（２） 地域創生・次世代形成・
多文化共生に見合う教育研究

①エリアキャンパスもがみの在り方

②専門性×社会課題解決を意識した
教育研究

③多様な文化や価値観の共修推進

◎これまでの教育連携の実績を踏まえつつ、将来にわたり持続可能な連携を図る
観点から、その機能や役割について検討を深めるとともに、枠組の在り方につい
ても併せて検討します。

◎学生生活の活性化・充実化を目的として、学生の創造性・自主性・積極性を高め、
大学や地域との関わりを深める魅力的な活動を支援します。

◎多様な背景や特性・価値観を持つ人々が、互いを尊重し、それぞれの強みを活
かして相互理解を深め、誰もが安心して学び研究できる環境をつくり、多様性を
新たな価値創造につなげる大学コミュニティの形成を推進します。

◎持続可能な世界の実現のため世界各国が取り組んでいる国連の政策目標
「2030アジェンダ」の実現に向け、高等教育機関が果たすべき役割を認識し、
SDGsの推進に資する学内外の取組みに継続的に参画・貢献していきます。

◎講義内でのAIの利活用推進へ向けた取組みとして、AIを共創パートナーとして
活用する教育モデルを構築し、学生のAIリテラシー向上と主体的な学びを支援す
る教育環境を実現します。

◎国際的視野と異文化理解力を持ち、自ら課題を発見し解決に向けて主体的に行
動できる人材を育成するため、国際化戦略に基づいた取組みを着実に実施すると
ともに、国内外での国際共修を推進します。

（１） 教育改革
◎令和7年3月に策定した「教育改革グランドデザイン2030」の具体化に向け、デ
ジタル、エネルギー等の成長分野、地域ニーズの高い分野の人材養成を強化する
とともに、教育の質向上と研究力の強化に資する全学的な学部・大学院改革の構
想を策定します。

◎教育連携・融合教育を推進し、トランスディシプリナリー教育の導入等により、専
門性と学際性を兼ね備え、正解のない社会課題にも果敢に取り組む人材の育成に
取り組みます。

◎マイクロクレデンシャル×デジタルバッジや電子教科書等を導入し、多様なニー
ズや年齢に対応した学びの環境と質の保証を図ります。

①これまでの教育改革を完結させる
学士課程・大学院課程改革

②トランスディシプリナリー教育、
副専攻プログラムの導入
（教育連携・融合教育の推進）

③マイクロクレデンシャルと
デジタルバッジの導入

村山理事（企画担当）

大森理事（教育担当）

大森理事（教育担当）

大森理事（教育担当）

大森理事（学生支援担当）

會田理事（社会共創担当）

池田理事（ダイバーシティ担当）

村山理事（国際交流担当）

並河副学長（情報担当）

（３） 研究力の向上

◎バックグラウンドが異なる教員・研究者が交流する異分野交流学会を開催すると
ともに、新たな研究グループの育成及び共用のための研究基盤を強化します。

◎科研費獲得実績の向上と大学全体の研究力強化に向け、「国際論文掲載支援制
度」や「科研費アドバイザー制度」をはじめとする研究力強化のための総合支援パッ
ケージの更なる充実を図ります。

◎研究助成制度に関する学内セミナーの実施や最新技術の紹介等の啓発活動を行
い、データ駆動型研究の基盤構築を推進します。

①J-PEAKS の全学波及

②トランスディシプリナリー研究と
AI for Science 推進

③基盤研究充実のため科研費の
獲得重視

◎「研究基盤強化支援制度」､「国際ネットワーク構築支援制度」､「研究データベース
活用体制構築制度」等、新たな支援を着実に実施し、研究環境の更なる充実を図り
ます。 飯塚理事（研究担当）

伊藤副学長（J-PEAKS担当）

飯塚理事（研究担当）

並河副学長（情報担当）

飯塚理事（研究担当）

（４）その他

◎入試データの分析等に基づき、実質性や機能性の観点から、本学に最適化した
入学者選抜方法について検討し、更なる改善を進めていきます。

◎カリキュラムの高度化、教員の国際性と教育力の強化、デジタル技術の活用、国
際共修の推進等により、教育研究の質の向上を目指します。

◎学生のグローバル交流の拡大や共同研究ネットワークの構築を目指して、協定
校や海外研究者との交流機会の更なる拡充に取り組みます。

◎学生が抱える様々な課題を早期に把握し対応するために、気兼ねなく相談でき
る窓口として非対面（AI）と対面（人）を用意し、トラブルが拡大する前にきめ細や
かな支援を実施します。

①エンロールメント・マネジメント
機能の強化

②本学における入試の再定義の
必要性

③多様化する学生のリアルへの対応

◎エンロールメント・マネジメント機能を強化し、新たな受験者層の掘り起こしや幅
広い年齢層へのブランディング等、戦略的な入試広報を展開します。

④教育研究の国際化における
質の向上

大森理事（入試担当）

大森理事（入試担当）

大森理事（学生支援担当）

村山理事（国際交流担当）
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MANAGEMENT REFORM
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03  MANAGEMENT

経営｜コミュニケーション重視と信頼関係の構築

組織・人事・財務・施設・広報・社会共創を一体で見直し、持続可能なマネジメント体制を構築する。

（１） キャンパス制の検証と見直し

◎社会環境や財政状況の変化に柔軟に対応できる組織とするため、キャンパス制
及び機構との役割分担の検証と見直しを行うとともに、人事と財務が一体となっ
た戦略を策定し持続可能なマネジメント体制を構築します。

平川理事（総務担当）

①キャンパス経営の検証と見直し

②キャンパスと機構の関係検証

③人事・財務の一元管理と
キャンパスの在り方

（２） 学術研究院の機能発揮

◎学術研究院を基軸とした全学的人的資本マネジメントを強化するため、教員ポ
イント制や教職員人事の現行制度の見直しを行い、全学的最適な教員採用・配置
の仕組みを構築します。

平川理事（人事担当）

①トランスディシプリナリー
教育研究の推進

②人事戦略の策定

③教員ポイントの全学管理

（３） 事務組織の再編
◎技術職員、URA等の多様な専門人材や、DX、国際対応、大学病院等に関する専
門知識を有する職員の育成を進めるとともに、業務改善を一層促進し、高度化・複
雑化する大学運営に対応できる組織へ、キャンパス制の見直しと連動して再編し
ます。

平川理事（総務・人事担当）

①業務改善の実施

②人口減社会に見合う組織へ

③人的資本マネジメントの重視
◎大学運営・経営におけるAI利活用推進へ向けた取組みとして、業務の自動化や
効率化を促進し、教職員がより創造的な業務に注力できる体制を整備します。

並河副学長（情報担当）

（４） 経営改革の推進
◎経営環境の変化に対応するレジリエントな経営基盤を強化するため、人事・財務
を一体化した「経営改革推進計画」の見直しを行うとともに、重点分野への資源配
分と収入・支出・資産の棚卸を行い持続可能で好循環な仕組みを構築します。

平川理事（財務担当）

①財務体質強化のための推進計画実行

②不断の検証と見直し

③財務戦略の策定

（５） その他
◎地域医療構想を踏まえ、山形市医療圏の医療施設間での機能分担等を協議し
地域医療連携体制を整備することで、地域における大学病院としての役割を明確
化し、安定した病院経営を目指します。 土谷副学長（病院担当）

①安定した病院経営

②ブランディングの重視

③DEI宣言と推進

④社会共創における相互利益追求

⑤施設設備の有効活用と未使用施設
設備の改善

◎「地域創生」「次世代形成」「多文化共生」の価値を的確に伝え、独自性と存在意
義を明確化します。さらに、目的に応じた発信の高度化と検証・改善を通じて発信
力を高め、ステークホルダーとの対話による共感と全学的意識のもと、信頼され
る大学を目指します。

◎（再掲）エンロールメント・マネジメント機能を強化し、新たな受験者層の掘り起
こしや幅広い年齢層へのブランディング等、戦略的な入試広報を展開します。

大森理事（入試担当）

◎これまで推進してきた男女共同参画及びダイバーシティの取組みを更に発展さ
せるとともに、本学における誰もが自らの個性と能力を発揮できる環境を整備し
ます。 池田理事（ダイバーシティ担当）

◎多様な主体と連携し、本県産業経済・地域社会の発展を担う人材の育成、県内の
就業・定着を促進するとともに、県外在住の卒業生等の関係人口化に取り組みます。

◎県内の高等教育機関、産業界や行政等の多様な主体と連携し、相互利益を図りな
がら、人口減少をはじめ様々な地域課題への持続的な対応に取り組みます。

會田理事（社会共創担当）

◎イノベーション・コモンズ（共創拠点）としてキャンパスの空間整備・活用を更に
充実していきます（実装化）。

◎施設の長寿命化整備や機能向上、設備の共用化・共通化も含めた持続的な整備
を進めるとともに、未使用・未利用の施設設備については実態を把握し、有効活
用等を検討しながら、計画的に質的・量的な最適化を進めていきます。

平川理事（財務担当）

池田理事（広報担当）

會田理事（施設担当）
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